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有機・無機ペロブスカイト結晶は、溶液塗布により簡便に作製でき、最高で 25.2%の高いエネ

ルギー変換効率(PCE)を示すことから、近年急速に注目を集めている。ペロブスカイト結晶は、前

駆体溶液の塗布・乾燥工程で製膜されるため、反応物質である PbI2 が残留してしまうことが課題

とされている。我々は、ペロブスカイト結晶に MAI (MA = CH3NH3)溶液を処理することで、層内

の PbI2 を除去し、太陽電池の性能を改善できることを見出した[1,2]。本研究では、MAI 以外に、

MABr、MACl、FAI (FA = CH(NH2)2)でペロブスカイトに処理することで、その発電特性の違いを

比較検討した[3]。 

FTO 基板表面に TiO2層を製膜した後、Cs0.05(FA0.83MA0.17)0.95Pb(I0.83Br0.17)3ペロブスカイト膜を文

献[4]に従って製膜し、MAI、MABr、MACl、FAI を溶解した 2-プロパノールをスピンコートし、

105 C でアニーリングした(MAI、MABr、MACl、FAI 後処理)。正孔輸送層として spiro-OMeTAD

をスピンコートし、金を蒸着して太陽電池を作製した。 

太陽電池の発電性能を比較したところ、後処理を行わなかったペロブスカイト結晶と比べて、

FAI、MAI、MABr で処理したペロブスカイトの方が高い開放電圧(VOC)、曲線因子(FF)および PCE

を示した(表 1)。これは、後処理によってペロブスカイト層内の PbI2 が除去されたこと、さらに結

晶表面のトラップが除去されたこと[2]によると考えられる。なかでも、FAI で処理したペロブス

カイトは、吸収波長端が長波長にシフトしたため、光電流密度が増加し、最も高い PCE20.06%を

示した(図 1)。 
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処理剤 
JSC 

/ mA cm-2 VOC / V FF PCE / % 

w/o 
treatment 

21.86 1.123 0.780 19.15 

MAI 21.71 1.144 0.802 19.92 

MABr 21.24 1.143 0.798 19.39 

MACl 20.79 1.119 0.771 17.95 

FAI 21.82 1.149 0.800 20.06 

表 1 各種処理を行ったペロブスカイト太陽陽電池の

発電性能 

図 1 各種処理を行ったペロブスカイト太陽陽電池

の短絡光電流生成の作用スぺクトル 

第67回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2020 上智大学 四谷キャンパス)15p-A402-5 

© 2020年 応用物理学会 10-483 12.5


